
広報

市民総参加による 、市民大清掃が、8

月6日、市内斉に行われました。

一人一人の力が結集すると 、偉大な力

を発揮。生い茂っていた雑草もみるみる

うちに刈り取られ、スッキリなりました。

皆さん、早朝からご苦労様でした。

(写真は大上戸川相近)

・音と光と心意気P
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れ
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「第
日
回
お
お
む

ら
夏
越
i
引
」
は
、
延
べ
お
万
人
の
参
加
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
0
2
0
0
0発
の
花
火
大
会
、
臼
島
大
か
が
り
火

壮
一
九
誌
が
現
れ
れ
わ

見
る
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

Z
ヨ
・
3
日
の
本
ま
つ
り
で
は
、
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
一

p
ペ
リ
内
京
コ
ン
テ
ス
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、
お
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト

一
一
即
日
計
テ
ィ
バ
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、
夏
越
玉
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、
つ
な
ひ
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大
会

念
涌
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さ
ら
に
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、
祭
を
盛
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上
げ
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、
商
庖
街
宣
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夜
市
な
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、
大
村
の
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は
祭

一
色
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染
ま
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ま
し
た
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l-ファクシミリを導入しました1

=臼鑑証明や住民票などは出張所で=

砂
フ

ァ
ク
シ

ミ
リ
導
入
を
祝
っ
て
、
テ
l
。
フ

カ
ッ
ト
す
る
松
本
市
長
岡
と
上
野
町
内
会

長
会
連
合
会
長

(
為

・
市
役
所
市
民
課
)

9月28日(柄

午後6時30分

市民会 館

「戯
れ」

に
か
り
た
て
ら
れ

「
偶
然
」

愛
は
よ
ろ
こ
び
か

に
は
ぐ
く
ま
れ
る

=劇団文学座=

そ
れ
と
も
・・

移動芸術祭新劇公演

目、てTご E京・ 石田圭祐
..左と¥:.')....'.，'"】

いよいよ公演f

前売券はお早めにf

ト~ ※前売券など詳しくは¥社会教育課へ

今
ま
で
は
、
印
鑑
証
明
や
住
民
票

な
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
市
役
所
ま
で
出
向

く
な
ど
し
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

7
月
初
日
よ
り
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
導

入
さ
れ
、
各
出
張
所
で
証
明
書
の
交

付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の

効
率
化
を
図
ろ
、
っ
と
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
の
日
は
、
松
本
市
長
や
上

野
類
作
町
内
会
長
会
連
合
会
長
ら
に

よ
る
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
火
入
れ
式

な
ど
で
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

①
出
張
所
で
発
行
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の

o
印
鑑
証
明
書

o
戸
籍
謄
抄
本

0
住
民
票
謄
抄
本

'89ミス大村コンテスト

害義穂怒お嬢さんを・..

。
応
募
締
切
り

9
月
初
日
⑥
必
着

。
選
彰
式

日
月
2
回
帰
市
民
会
館

h
F
昨
年
の
ミ
ス
選
彰
パ
レ
ー
ド
よ
り

貴
重
砲
事
の
搭
い
ヲ
陪
い

昭和3年 ・荒木十畝作「松鷹図」

市
立
図
書
館
の
2
階
に
あ
る
史
料
館
に
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
回
廊
に
2
つ
の
展
示
室
を
配

し
、
古
文
書
を
中
心
と
し
た
お
お
む
ら
の
歴
史

が
い
っ
ぱ
い
。
買
い
物
や
散
歩
の
折
り
に
一
度

お
立
ち
寄
り
に
な

っ
て
は

い
か
が
で
す
か
。

現
在
展
示
中
の
主
な
も
の

-
県
文
化
財
指
定
の
無
原
罪
の
聖
母
(
メ
ダ
リ

ト
。
!
レ
ふ

め

き

』

十

'

ら

ト
p

d

オ
ン

γ
ゅ
ん
大
村
藩
、
王
初
代
喜
前
・
日
代
純j

日日・

ロ
代
純
周
一
の
書
や
絵
画
・
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家

康
の
書
状
・
踏
絵
や
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
文
書
な

ど
、
珍
し
い
貴
重
な
も
の
、

1
級
資
料
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
大
村
に
生
ま
れ
明
治
末
期
よ
り

大
正
時
代
、
昭
和
初
津
町

っか
け
て
日
本
画
壇
の

重
鎮
で
あ
っ
た
荒
木
十
畝
の
「
松
鷹
図
」
(
上

久
原
町
内
会
所
有
)
お
よ
び
山
中
清
一
郎
氏
(
長

崎
大
学
名
誉
教
授
、
日
展
評
議
員
、
長
崎
市
在

応募資格 満18歳から23歳までの未婚の女性で¥大村市

内に居住している人。身長おおむね160cm以上

賞 ミス大村¥ミスおおむら桜¥ミス花菖蒲二賞状¥

口フィ¥賞金20万円¥その他副賞

※推薦者賞5万円

応募・問い合わせ 大村商工会議所ミス大村係(干856

東三城町6-1fi'⑬4222)

ト

4 

住
)

の
絵
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
史
料
館
で
は
「
荒
木
十
畝
特
別
展
」を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
荒
木
十
畝
の
作
品
を
所

有
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
貸
し
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



応
募
し
ま
せ
ん
か

第2回国民年金写真コンテス卜入賞作品

川下健吾さんの作品

国民年金広報活動の一環として¥皆さんから年

金に関する写真を募集します。

テーマにそつだ¥自由な発想¥独特の視点でと

らえ芝、あなだの作田をお寄せくだ、さい。

テ
ー
マ

世
代
聞
の
ふ
れ
あ
い
、

働
く
姿
、

明
る
い
家
庭
、
楽
し
い
子
供
た
ち
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
妻
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
生
活
ぶ

り
、
幸
せ
な
老
後
の
生
活
風
景
、
そ
の
ほ

か
年
金
積
立
環
元
融
資
施
設
の
光
景
な
ど
、

国
民
年
金
(
厚
生
年
金
含
む
)
の
周
知
、

啓
蒙
に
ふ
き
わ
し
い
も
の

サ
イ
ズ

キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以
上
回
切
ま

で
(
カ
ラ
l

・
白
黒
)

応
募
資
格

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
市

外
の
方
で
も
結
構
で
す

締
め
切
り

ロ
月
日
日
間
ま
で

(
当
日
消
印
有
効
)

賞

推
薦

:
i人
、
特
選
:
・
3
人
、
入
選

・:
3
人
、
佳
作
:
・
多
数
、
特
別
賞
・
:
4
人

応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金

係

(
干
制
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
応
募
用
紙
は
保
険
年
金
課
、
市
内
の
カ

メ
ラ
庖
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

募集締め切りせまる/

国民年金作文コンクール ;
400字詰原稿用紙2枚以内¥定て書 )

き¥未発表のもの。 ¥

1 締め 切り 9月9日(土)(当日消印有効〉

l 応募・問い合わせ 保険年金課年金係

作文の枚数

年
金
受
給
者
が

死
亡
守
れ
た
と
予
防

守
ぐ
に
届
け
出
を
/

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
さ
れ
た

と
き
、
遺
族
の
人
は
「
年
金
受
給
権
者
死

亡
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
出
を
遅
れ
た
り
、
怠
っ
た
り
す
る

と
、
死
亡
以
降
も
年
金
が
支
払
わ
れ
過
払

い
と
な
り
ま
す
。

過
払
い
と
な

っ
た
年
金
は
、
あ
と
で
遺

族
の
人
が
返
済
す
る
こ
と
に
な
り
、
無
用

の
負
担
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
受
給
者
に
、
も
ら
い

残
し
の
年
金
が
あ
る
と
き
は
、
生
計
を
共

に
し
て
い
た
遺
族
の
人
が
受
け
取
れ
ま
す

の
で
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

H
法
人
の
消
費
税
H

申
告
と
納
税

法
人
の
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
課
税

期
間
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
2
か
月
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
1
7
月
ま
で
の
決
算
法
人
に
つ
い

て
は
、
今
年
に
限
り
叩
月
2
日
間
ま
で
延

長
さ
れ
て
い
ま
す
。

(本
来
は
9
月
初
日

で
す
が
、
同
日
が
土
曜
日
、
日
月
1
日
が

日
曜
日
の
た
め
)

な
お
、
個
人
事
業
者
の
場
合
の
申
告
と

遺族の人が行う手続き

届出の略称 提出期限 届け出に必要なもの

年金を受けて

いる人が死亡 死 亡 届 10日以内 印かん ・年金証書・戸籍抄本

したとき

未支給保険給
未支給年金 ・ 印かん ・年金証書 ・戸籍謄本 ・

付を受けよう
保険給付請求書

速やかに
住民票謄本・預金通帳

とするとき

納
税
も
同
様
に
来
年
1
月
1
日
か
ら
4
月

2
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
/

※
詳
し
く
は
議
早
税
務
署
(
宮
②
1
3
7

0
)
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u
 



企ハイウ工イロードレース大会事務

局を設置 C% .市役所〉

今年度開通予定の¥長崎自動車道大村

・武雄閏の開通を記念しだ¥ 「おおむら

-ハイウェイロ ドレース大会」の結成

総会と準備事務聞の設置が、 8月 9日、

行われましだ。

開催予定は来春¥小学生から 般まで

の各干重競技を予定してし¥ます。

まだ¥マラソンの育名選手も招待する

予定です。

大神わ時群 を 4 
双差れので今知史
信吏今主智回る跡 歴
庄~~、 で幹 b は史な 史
史 〉荒も道れ 3跡ど は

???;;時界
まめさ崎歳、 」 →
した志街山 6が産
号道い道本 m行史

場「 Lマ経をわを (
::;妻別寺越れ知 明3
f!tj子名 」す まろ ・

翌別コを大しう本
され演は村たと 経
チの，Eじ 家 。」圭

HY妥対
い当碑 村 )

- 6 -

hv
手
に
汗
に
ぎ
る
熱
戦

(
%
1
7
・
市
営
野
球
場
ほ
か
)

刀
チ
ー
ム
ガ
参
加
し
て
行
わ
れ
芝
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ル
大
会
。
手
に
汗
に
ぎ

る
熱
戦
ガ
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
だ
。

成
績

::
O
小
学
生
の
部
l
①
池
田
新
町
②
木
場

A
③
池
田
、
乾
馬
場
。
中
学
生
の
部
l
①
上
諏

訪
②
若
桜
A
③
池
田
¥
宮
小
路
A
1

丁
目

企祝オ 00歳/市内で3人目
(ライ0・日泊町〉

j賓口マサさん(明治22年 8月10日生 ・

巴泊町〉ガ、満オ 0 0歳の誕生日を迎え

られ¥松本市長から、長寿を祝って祝い

状と金一王立が贈られましだ。これで¥市

内の 100歳到達者は3人になりましだ。

j賓口さんは、巴.Er!ct弱ってきだもの

の¥とても元気。時々は草むしりなどを

しているとのことです。

いつまでも元気で頑張ってください。

X 

企のんびり水上スポーツ (?~~26 ・ 大村競艇場〉
ヨット ・力ヌ一教室ガ、ア月24日から

3日間開かれまし疋。潮風に吹かれ、滑

るヨット¥こぐほどに水を切り、走る力

ヌー。子供だちは¥時のだつのも忘れ¥

のんびりと水上スポーツを楽しみましだ。



旅
人
ぐ
ん
?
す

前
売
券
発
売
中
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入
場
券
は
、
県
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
旅

行
代
理
屈
窓
口
、

J

R
主
要
駅
、
郵
便
局

窓
口
な
ど
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

女
抽
選
で
、
海
外
旅
行
を
含
め
た
豪
華
な

景
品
が
当
た
り
ま
す
。
二
の
抽
選
は
、
第

1
期
発
売
期
間
中
に
購
入
す
る
と
、

2
回

の
抽
選
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
ま
す
。

表

よ特!第 1 期 第 2 期 当日入場券

H1.8 .l ~12.31 2.1.1 ~8.2 2.8.3~1 1. 4 

大 人 2，060円 2，270円 2，580円
日C21 中交 生 1，340円 1，440円 1，650円

小・中学生 1，030円 1，130円 1，340円

幼児(3歳以上) 310円 410円 520円

平
成

2
年
8
月
3
日

↓
竹
月

4
日

金料券場入

「飼
犬
」
陪
責
任

a
3飼
い
ν
方
を

f

最
近
「
愛
犬
家
」
の
モ
ラ
ル
の
低
下
か
、

犬
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
苦
情
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
次
の
こ
と
を

守
り
「
責
任
あ
る
飼
い
方
」
を
さ
れ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(消費税を含む)

(長崎書后前~差点~渡辺洋服居前~差点、間)

ため

運行となります

9月4日---11月30日まで

下水道工

工事期間中は、大変ご迷惑をおかけしますが、皆

きんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

※県営ノ〈ス、西肥ノくスも、工事の関係で路線変更を

しますのでお間違いのないようにご注意ください。

なお、県営パスの杭出津線は工事期間中乾馬場古

町経由で運行します。

大村部隊前ノ〈ス停につきましては、工事期間中国

道34号線沿いに臨時バス停を設けます。

期間

商庖、病院、官公庁などで商売や証明などに使用

する「はかり」は 、年に1回 、検査を受けなければ

なりません。

検査を受けないても使用した場合は、計量法により

罰せられますので、必ず検査を受けてください。

持ってくるもの はかり ・印を監

手数料 150円-9 5 0円 (種類・能力によ って

異なります。)

問い合わせ 商工観光課

取引用・証明用はもれなく P

程日フk
..EI.. 検

Eコ ハス変更路線口工事個所(片側通行)口な長路線

※所在場所検査は、 9 月 26 日伏)~10月 12 日 (木) (土・

日・祭日は除く )まで行います。

時間午前10時~午後 3時まで

※12 : OO~ 13 : 00は休みます O

一7一

うをへ③②①
処の散散放
理迷歩歩し
し 惑では飼
、も 脱丈い

環考糞夫を
境えななし
美てど綱な
f七、しかし、
に責た鎖で
つ任場を く
と を合つだ
めもはけき や 1J A¥¥
まつ、ていソ a‘宇

k正午>~_~.J) ・い・特別記念入場券・ ・・ 5，000円
品 宴八 五lJJ.トヲ t-J / ~ J 1-' '-#''-'' ./ ...... "'/J /.J 限定発売)

「ほ砂@J@冠羽~~ I 市道西大村本町昭和遇。線

月 日 場 所 時 間

9月26日(火)
市 ィ支 所 10 : 00-12 : 00 
中地区公民館 13 : 30-15 : 00 

9月27日休) 中地区公民館 10 : 00-15 : 00 
9月29日倒 市民会館 10 : 00-15 : 00 
10月 2日(月) 竹松出張所 10 : 00 -15 : 00 

福重出張所 9 : 30-10 : 30 
10月 3日(火) 宣 j頼出張所 11 : 00-12 : 00 

松原出張所 13:30-15:00 

10月4日休)
ニ浦 出張所 9 : 30-10 : 30 
鈴田 出張所 11 : 00 -12 : 00 

10月12町村 市 ィ支 所 10 : 00-15 : 00 



①
大
村
陶
芸
同
好
会

入
会
歴
6
年

②
盆
栽
も
し
て
い
る
関
係
で
、
そ
の
手
作
り
の

鉢
を
作
っ
て
み
た
い
と
思

っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
が
、
そ
の
後
、
釜
か
ら
出
て
き
た
と
き
の

思
い
が
け
な
い
作
品
に
出
会
っ
た
と
き
の
喜
び

が
忘
れ
ら
れ
な
く
、
ま
た
、
独
創
性
、
老
化
防

止
、
同
じ
趣
味
を
持

つ
人
と
の
交
流
が
何
よ
り

に
も
挟
弓
え
が
た
く
、
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

③
現
在
会
員
は
別
人
で
、
毎
週
l
回
、
碗
や
花

瓶
な
ど
、
日
用
品
を
主
に
焼
い
て
い
ま
す
。

土
そ
の
も
の
を
活
か
し
、
素
朴
さ
を
残
し
な

が
ら
、
一
つ
一
つ
手
作
業
で
創
り
ま
す
が
、
薬

の
か
け
か
た
、
釜
入
れ
な
ど
で
、
全
く
違
っ
た

作
品
が
出
来
上
り
、
思
い
が
け
な
く
い
い
物
や
、

が
っ
か
り
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
思
い
思

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

④
年
1
回
の
コ
ミ
セ
ン
祭
り
を
目
標
に
頑
張

っ

て
い
ま
す
が
、
い
い
作
品
が
揃
え
は
、
展
示
会

な
ど
も
聞
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
子
で
楽
し
め
る
「
子
供
教
室
」
や

現
在
は
、

1
2
0
0
1
1
3
0
0
度
で
焼
く
本

焼
き
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
が
、
低
温
で
焼
く

父
、

楽
焼
き
な
ど
い
ろ
ん
な
作
品
に
挑
戦
し
た
い
と

4

計
画
し
て
い
ま
す
。

林
田

国
夫
さ
ん

(白
歳
・
武
部
町
)
無
職

質
問
内
容

①
い
ま
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル
名
入
会
歴

②
入
会
し
だ
動
機
な
ど

③
現
在
の
活
動
状
況
な
ど

④
今
後
の
抱
負
な
ど

~\ 

J 
Y 

井
上
令
子
さ
ん

(
特
歳
・
杭
出
津
2
丁
目
)
主
婦

①
お
は
な
し
の
部
屋
入
会
歴
6
年

②
6
年
前
、
中
地
区
公
民
館
で
、
お
は
な
し
の

会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
の
を
知
り
ま
し
た
。

冶h

一疋々
、

絵
本
や
昔
話
し
が
好
き
だ

っ
た
私
は
、

子
供
の
本
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
り
子
供
の
心

を
知
り
た
い
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

③
図
書
館
か
ら
の
呼
び
か
け
も
あ
り
、
日
年
の

春
み
ん
な
が
ま
と
ま
り
弐
お
は
な
し
の
部
屋
」

と
し
て
旗
揚
げ
さ
れ
、
絵
本
や
昔
話
し
な
ど
の

読
み
聴
か
せ
や
、
素
話
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。現

在
会
員
は
山
人
、
純
粋
な
人
た
ち
ば
か
り

で
、
と
て
も
楽
し
く
や

っ
て

い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
は
図
書
館
で
、
月
2
屈
は
国
病

の
長
期
入
院
者
へ
の
慰
問、

子
ど
も
大
会
、

3

歳
児
健
診
の
と
き
や
各
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
で

の
お
話
し
会
、
ま
た
、
図
書
館
で
の
月
1
回
の

例
会
で
は
、
全
メ
ン
バ
ー
が
「
素
話
し
」

が
で

き
る
よ
う
に
と
頑
張
う
て

い
ま
す
。

④
今
の
子
供
た
ち
は
、

1
本
の
レ

l
ル
に
乗
っ

て
し
ま
い
、
無
気
力
な
子
い
か
多
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
子
供
に
夢
と
創
造
力
を
持
た
せ
る

の
も
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
た
め
に
も
、
本
の
中
か
ら
子
供
の
心
を
つ
か

み、

そ
れ
を
読
み
聴
か
せ
た
り
、
話
し
た
り、

体
験
さ
せ
た
り
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
、

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
/
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①

大

村

山

岳

会

入

会

歴

初

年

リ

エ

ン

テ

l
リ
ン
グ
へ
の
協
力
や
、

o
mか
ら

②
大
村
山
岳
会
は
、
昭
和
お
年
、
山
の
植
物
や
の
登
山
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

動
物
な
ど
を
研
究
し
よ
う
と
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
2
人
が
9
月
、

北
海

当
時
は
山
登
り
ブ
ー
ム
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、
道
で
開
か
れ
る
国
体
に
県
代
表
と
し
て
、
女
子

私
も
自
然
保
護
の
勉
強
と
山
が
好
き
だ
っ

た
こ

は
山
岳
会
の
単
独
チ
ー
ム
で
九
州
国
体
に
出
場

と
か
ら
入
会
し
ま
し
た
。

し
ま
す
c

若
い
頃
は
、
月
2
1
3
回
は
登
っ
て
い
ま
し

大
会
は
、
も
ち
ろ
ん
体
力
も
必
要
で
す
が
、

た
が
、
今
は
2
か
月
に
1
回
位
で
す
。

植
物
や
地
形
を
調
べ
た
り
、
テ
ン
ト
の
張
り
方
、

③
現
在
会
員
は
お
人
(
う
ち
女
性
6
人
)
で

、

天

気
予
想
、
岩
登
り
な
ど
、
色
々
な
規
定
を
ク

加
代

lω
代
ま
で
幅
広
い
層
で
頑
張
っ
て
ま
す

c

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
選
手
た
ち
は

活
動
と
し
て
は
、
九
州

・
県
内
の
山
を
対
象
い
ま
猛
練
習
中
で
す
。

に
、
四
季
の
山
登
り
、
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
、
オ

④
私
た
ち
は
、
た
だ
山
に
登
る
だ
け
で
な
く

人
間
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
が
、
今
、
文
明
の
力
に
流
さ
れ
、
遊
び
方
も

変
わ
り
、
自
然
の
中
で
自
分
を
作
ろ
う
と
い
う

こ
と
が
少
な
く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

特
に
青
年
層
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
や
初
代
の
熟
年
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
是
非
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
は
、
山
の
頂
上
に
登
っ

た
喜
び
よ
り
も
、

家
に
帰
り
、
1
日
を
ふ
り
返
っ
た
と
き
「
あ
あ

l
良
か
っ

た
な
/
ま
た
行
き
た
い
な
ノ
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
家
に
帰
り
付
く
ま
で

か
登
山
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぼ

く

の

わ
た
し
の

た

図
書
利
用
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

福ミ

古
マ
]

く
ん

太三

迫き
(
8
歳

・
皆
同
町
)

池
野
和
義
さ
ん
(
幻
歳
)

(
乾
馬
場
町
)
社
会
教
育
指
導
員

知里ちゃん (久原オ丁目〉

861. 4. 17生まれ

介、、ノル登場

明るく 、人なっこい子です。そして

とても早起きです。素直な子になっ

てね一 一 (母-美和子さん)

アイ

)1¥ 
と
宵

カ、

も

の

b 
今
ま
で
に
、
1
4
5
さ
つ
よ一
の

ま
し
だ
。

一
ば
ん
お
も
し
ろ
か
つ

だ
の
は
「
よ
い
さ
よ
い
さ
」
と
い

う
本
で
す
。
そ
の
本
は
¥
お
ば
け

の
は
な
し
で
¥
こ
わ
く
て
お
も
し

ろ
か
つ
だ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
¥

た
く
さ
ん
の
本
を
よ
ん
で
¥
コ
ピ

を
一
ぱ
い
ふ
や
し
疋
い
で
す
。

し
よ
う
ら
い
は
¥
ガ
、
ガ
く
し
ゃ

に
な
っ
て
¥
声
と
音
が
で
て
¥
え

が
う
ご
く
本
を
作
り
だ
い
で
す
。

た
か
ら
も
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
今

回
で
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
号
か
ら
、3
世
代
家
族
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

AGE 
こん亀ヲ'ルーフ鈎.，τ.7

視聴覚ライブラリー

市民映画

qc，g，bヴワレC，ド

若
さ
と
健
康
美
を
求
め
、
た
だ
今
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
に
熱
中
し
て
い
る
幸
せ
な
私
た
ち
で
す
。

9月9日(土) 午後2時-----3時30分
西大村コミセン 入場無料

くフィルム名〉

・ねずみのチヤツブ(7フ二メーション10分〉

・アリパパと40人のとうぞく

(戸二メション10分〉

・ゆとり(児童劇31分〉

健康テレホふサービス
0958・26・5511

一↑
ガ
ン
特
集
↓
一

く9月のテーマ〉

月 膝癌 (すいがん)

火 ぼうこう癌

水 子どもの癌

木 皮膚癌

金 上顎癌

土・臼 卵巣癌

発
足
は
5
年
前
。
講
師
に
、
す
て
き
な
石
川

正
子
先
生
(
長
崎
在
住

・
大
村
出
身
)
を
迎
え

て
満
3
年
に
な
り
ま
す
。
初
代
か
ら

ω代
の
主

婦
幻
人
、
き
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

5
、
6
、
7
、
8
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の

っ

て
全
身
を
動
か
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
ポ

l
ズ

や
ス
テ

ッ
プ
に
挑
戦
し
た
り
、

順
序
を
覚
え
た

り
、
よ
い
頭
の
体
操
に
も
な
り
ま
す
。
レ
ッ
ス

ン
中
は
、
背
筋
を
シ
ャ
ン
と
伸
ば
し
て
グ

腰

を
折
ら
な
い
で
グ
と
、
先
生
の
あ
た
た
か
い
ま

な
差
し
が
皆
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。

美
の
追
求
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
頭
痛
、
肩

こ
り
、
腰
痛
、
便
秘
な
ど
が
無
く
な

っ
た
と
好

評
で
す
。
ま
し
て
や
お
互
い
の
心
の
ふ
れ
合
い

も
大
き
な
喜
び
で
す
。

心
と
体
の
健
康
の
た
め
、
ご
一
緒
に
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
ま
す
。

定
例
日

毎
週
金
曜
日

午
前
日
時
j
日
時

場

所

市
民
体
育
館

連
絡
先

鈴
田
(
宮
⑪
2
5
8
8
)

梅

津

(
宮
(⑪
4
5
7
5
)

=劇団フォーリーズ公演

子どもミュージ力ルの楽しさがいっぱいの

ごぞんじ戸ンパンマンの登場です

9月30日(却午後6時~ア時50分市 民会 館

問い合わせ 大村子ども劇場 合(@7063

大村予ども劇場

ミュージ力ル

~~~タ!R~タマ診⑭[t-J号砂ぬ』
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救
急
車
協

M
M
R予
防
接
種

生
後
叩
か
月
(
)
万
か
月
ま
で
の
鈎
児

指
定
医
院

田
川
小
児
科
医
院
、
出
口
小

児
科
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院

実
施
期
間

9
月
1
日
幽
1

9
月
初
日
出

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
下
き
い
。

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

命
題
惑
鼓
笛
脅
へ

9
月
9
日
叙
急
の
日

9
月
6
日
{
J

ロ
自
殺
急
医
療
週
間

長
崎
県
下
に
お
け
る
昭
和
臼
年
中
の
救

急
車
の
出
動
件
数
は
、

2
万
6
9
2
5
件
。

1
日
平
均
九
件
、
加
分
に
1
回
の
割
合
で

出
動
し
、
ま
た
、
県
民
の
臼
人
に
1
人
が

救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
業
務
は
、
今
や
皆
さ
ん
の
安
全
確
保

の
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

一
方
、
近
年
の
救
急
需
用
は
複
雑
多
様

化
し
、
よ
り
高
度
な
救
急
医
療
を
望
む
傾

同国命
級
品
事
国
昌

b
脅
す

金
婚
式
を
迎
、
手
り
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
、

長
年
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
社
会
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

9
月
日
日
現
在
で
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
す
る
夫
婦
で
婚
姻
(
戸
籍
に

記
載
き
れ
た
日
)
か
ら
満
日
年
を
迎
え
ら

れ
た
夫
婦
。

※
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
日
年
9
月
刊
日
か

ら
は
年
9
月
日
日
ま
で
。

申
請
方
法

申
請
書
に
戸
籍
謄
本
を
添
え

て
、
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

向
に
あ
り
、
ま
た
国
民
の
長
寿
化
、
高
齢

化
な
ど
人
口
構
成
の
変
化
に
よ
る
有
病
率

の
増
加
、
食
生
活
の
変
化
に
伴
う
成
人
病

等
慢
性
疾
患
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
急
病

を
中
心
と
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
救
急
車
の
安

易
な
利
用
は
、
本
当
に
必
要
と
す
る
救
急

業
務
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

だ
れ
が
見
て
も
明
ら
か
に
軽
傷
と
認
め
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
の
搬
送
、
あ
る
い
は
予

定
き
れ
て
い
る
入
院
の
た
め
の
搬
送
等
は

政
急
業
務
の
刈
象
と
な
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
前
仁
川
町
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
行
為
な
の
で
す

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
タ
ク
シ
ー
替
り
と

い
う
こ
と
の
ほ
か
、
利
用
者
自
身
の
病
気

や
怪
我
に
対
す
る
知
識
不
足
に
よ
る
こ
と

も
あ
り
、
基
礎
的
な
応
急
手
当
な
ど
、
日

頃
か
ら
そ
の
知
識
の
習
得
に
励
む
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
自
治
会
、
学
校
、
職

場
等
単
位
で
応
急
手
当
等
の
講
習
会
な
ど

を
計
画
き
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
の
生
命
と
暮
し
を
守
る
救
急
車

の
、
正
し
い
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問申
い込
合期
わ F艮
せ

9
月
初
日
出

福
祉
課
老
人
福
祉
係
へ

畏
寿
を
祝

昨年の金婚式より

老人福祉センター『さくら荘』

つ
て

10 -

敬
老
金
を
贈
り
ま
す

敏老の日記怠行事

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月 日 場 所

9月11日(月)
コj甫・鈴田 ・萱j頼・福重 ・松原

出張所

9月12日(刈 市役所、西大村 ・竹松出張所

9月13B (7J<) 市役所、西大村出張所

日ロ
呈目普

①老人作昂展

日時 9月12日(火)-14日(木)

4時

福祉センター 1階大会議室 ・講習室

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
、
刀
歳
以
上
の
人

祝
金
の
額

-
n歳
か
ら
乃
歳
・
:
3
0
0
0
円

・ω歳
か
ら
釣
歳
・
:
5
0
0
0
円

・ω歳
以
上
:・
:
:
:
8
0
0
0
円

ロ王

※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
、
県
の
敬
老
金
も

干

贈
ら
れ
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

通
知
書
、
印
鑑

な
お
、
敬
老
金
は
、
昨
年
度
ま
で
叩
歳

以
上
の
人
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
、
在
宅
老
人
援
護
対
策
の

財
源
確
保
の
為
、
支
給
年
齢
が
ね
歳
以
上

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
市
の
財

政
事
情
な
ど
を
ご
賢
察
の
上
、
ご
了
承
賜

」、 。~、“角。句、 。』、。、内・‘喝。 、画、‘ち『。 ‘4、。 ‘""'<>--'ぅ・も.、4 ・....--. -~省、匂五。 .司、争、..‘#毛「もち巧「廻託、南「・与否。ち~司>，.ヨf・L句、"除、内々
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老人福祉センターさくら荘では、敬老の日の

記念行事を次のとおり聞きます。皆きん多数の

ご来館をお待ちしています。

なお、 60歳以上で市内在住の人は、 9月13日

(水)・14日(木)の 2日間入館料は無料です。

O 

①叡老の日の記念演芸大会

日時 9月13日附午前10時~

場所 福祉センタ- 2階集会室

※出演希望の人は、 9月8日(剣までに福祉セン

ターに申し込んでください。。

※該当する人には、通知書を差し上げています

ので、指定の日にお受け取りくだきい。

午前 9時~午後

場所



こ
ん
怠
ケ
ー
ス
が
危
な
い
ν

前
回
、

2
回
に
わ
た

っ
て
、
赤
ち

ゃ
ん

を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
た
ら
、
こ
と
ば
や

ー
そ
の
⑦
l

写真は本文とは関係あ りません。

知
能
の
発
達
も
運
動
能
力
も
遅
れ
て
し
ま

う
危
険
が
あ
る
と
い
う
話
を
、
実
例
を
と

お
し
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
他
の
危
険
な
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
が
極
端
な
無
口
の
場
合
、

こ
れ
は
必
ず
言
語
発
達
遅
滞
児
に
な
り

ま
す
。
相
手
を
し
て
遊
ば
せ
な
け
れ
ば
運

動
能
力
も
知
能
も
発
達
し
ま
せ
ん
。
最
も

危
険
な
ケ
ー
ス
で
す
。
特
に
、

2
番
目
の

子
供
が
危
な
い
と
言
え
ま
す
。

何
も
2
番
目
に
限

っ
た
わ
け
で
は
な
く

3
番
目
で
も
4
番
目
で
も
上
の
子
供
と
の

関
係
で
危
な
い
こ
と
に
は
変
り
は
あ
り
ま

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

y

心
身
障
害
者

・
母
子

・
寡
婦

・
未
婚
の

女
子

・
寡
男
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
の
有
効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、

受
給
資
格
者
証
の
更
新

を
行
い
ま
す
。

持
っ

て
く
る
も
の

O
印
鑑

o
受
給
資
格

者
証

o
健
康
保
険
証
O
通
知
の
ハ
ガ
キ

O
心
身
障
害
者
医
療
該
当
者
は
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
、
療
育
手
帳

O
今
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
、

扶
養
義
務
者
が
市
外
に
い
る
人
は
昭
和
臼

年
分
の
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
(
福

祉
課
に
提
出
済
み
の
人
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
)

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

ん
が
ケ
ー
ス
と
し
て
多
い
の
が
2
番
目
な

の
で
す
。
前
回
お
話
し
し
た
事
例
も
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。

上
の
子
供
が
、
弟
妹
が
で
き
る
事
に
よ

っ
て
、
自
分
に
対
す
る
母
親
の
愛
情
が
失

わ
れ
る
と
錯
覚
し
た
と
き
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
使

っ
て
、
弟
妹
か
ら
母
親
を
切
り

放
そ
う
と
知
恵
を
し
ぽ
り
ま
す
。
そ
の
最

良
の
策
と
し
て
考
え
つ
く
の
が
、
母
親
を

外
へ
つ
れ
出
す
こ
と
で
す
。

「お
外
へ
行
こ
う
/
お
外
へ
行
こ
う
/
」

と
ね
だ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、

2
番

目
は
ス
ヤ
ス
ヤ
と
よ
く
眠

っ
て
く
れ
ま
す
。

本
当
は
、
外
に
行

っ
て

い
る
間
に
泣
き
じ

ゃ
く

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
帰

っ
た
頃
に
は
、
ま
た
眠

っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
日
が
続
い
て
い
る
聞
に
2
番
目

は
言
語
発
達
遅
滞
児
に
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
の
で
す
。

「耳
と
こ
と
ば
」
の
相
談
員

渡

辺

末

男

程

月 日 場 所

9月18日(月) 市役 所

9月19日(火)
西大村出張所

(中地区公民館)

9月20日(水) 竹松 ・萱瀬 ・松原出張所

9月21日(村 福重 ・=浦・鈴田出張所

日新更

昭和63年に県内でがんで、てくなった万

は¥3262人で¥全死亡に占める割合は28%¥
死て原因の第?位となっています。

「
が
ん
」
は
、
そ
の
発
生
原
因
が
十
分
に

解
明
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
集
団
検
診
な

ど
に
よ
る
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
る

予
防
が
最
も
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
が
ん
の
治
療
が
め
ざ
ま
し

く
進
歩
し
、
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
な
ど
は

先
生

Y
o
u
n
g
(ヤ
ン
グ
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

午前 9時30分~午後 4時

社
会
福
祉
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、

朗
読
奉
仕
や
手
話
、
そ
の
外
に
も
皆
さ
ん

の
希
望
を
踏
ま
え
て
、
幅
広
い
活
動
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
の
心
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
1
8
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

凶
歳
以
上
の
若
者

申
し
込
み

社
会
福
祉
協
議
会
へ
電
話
で

時間

早
期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が

治
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
が
ん
予
防
の
決
め
手
に

な
り
ま
す
。

年
に

1
屈
は
定
期
的
に
検
診
を
/

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
ロ
か
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
控
え
め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
た
ば
予
」
を
少
な
く
す
る

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の
も
の
を

多
く
と
る

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱
い
も
の

は
冷
ま
し
て
か
ら

③
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑬
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

⑫
体
を
清
潔
に

~椅

1
i
 

1
1
ム



お
し
ら

e

県
職
員
採
用
試
験

(
高
校
卒
業
程
度
)

。
一
般
、
土
木
ほ
か

(
一
般
事

務
、
警
察
事
務
、
土
木
、
農
業

土
木
、
林
業
)

資
格

昭
和
幼
年
4
月
2
日
j

幻

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

。
受
通
巡
視
員

資
格

昭
和
均
年
4
月
2
日
1
U

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

子。
警
察
官

B

資
格

昭
和
幻
年
4
月
2
日
i
幻

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
(
警
察
官
A
の
受
験
資
格
該
当

者
は
除
き
ま
す
)

申
込
期
間

い
づ
れ
も
9
月
2
目

的
l
M
日
開

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
人
事
委
員
会
(
干
制
長
崎
市
江

戸
町
2
i
U
E
長
崎
@
1
1
1
1
)

危
険
物
取
扱
者
試
験

甲
種
、
乙
種
(
全

試
験
の
種
類

類
)
、
丙
種

試
験
日
時

日
月
お
日
目

場
所

大
村
工
業
高
校

願
書
受
付
期
間

9
月
お
日
開
j

m月
4
日
制

試
験
準
備
講
習
会

乙
種
4
類

:-
m月
M
日
閃
、
お
日

闘
の
2
日

間

午

前
9
時
1
午
後

5
時

会
場
・・
諌
阜
市
勤
労
者
福
祉
会
館

丙
種
:
・日
月
ロ
日
間

午
前
9
時

j

午
後
5
時

会
場
:
大
村
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1
3
8
)

へ

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

9
月
ロ
日

ω
午
後
1
時

却
分

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

な
ど
県
の
機
関
は

…

・第

4
土
曜
日
は
持

v

病
院
、
福
祉
施
設
、
車
場
、
長
ほ

小
l
e--

ツ
施
設
、

学
校
、
平
常
ど
お
り
業
務
し
て
い
ま
す
。

警
察
、県
営
銅
座
駐

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
・
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、

売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
各
種
免
許
試
験

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各

種
免
許
試
験
の
平
成
元
年
度
下
半

期
に
お
け
る
試
験
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
。

ま
た
、
凶
月
1
日
よ
り
衛
生
管

理
者
免
許
試
験
が
一

部
変
り
ま

す
。
詳
し
く
は
九
州
安
全
衛
生
技

術
セ
ン
タ
ー

(
宮
0
9
4
2
・
⑬

3
3
8
1
)

ま
た
は
、
諌
早
労

働
基
準
監
督
署
(
宮
③
3
3
1
0
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。

テ
ー
マ

「
心
臓
の
緊
急
信
号
」

あ
な
た
の
心
臓
は
大
丈
夫
で
す
か

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院

内
科
医
師

江
崎
宏
典
先
生

日
時

9
月
8
日
働

午
後
1
時

1
2
時
叩
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

第
ア
ロ
コ
ミ
セ
ン

サ
タ
デ

l
ナ
イ
ト

コ
ン
サ
ー
ト

ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
出
か
け
く

だ
支
」

い
。

日
時

9
月
凶
日

ω
午
後
7
時

開
演

(
6
時
ぬ
分
開
場
)

一
目

除

離

屯

地

創

立

U
周
年
記
愈
行
事

一

一Y
Z高
射
特
科
群
創
隊
刊
間

iツ
コ
広
場
模
一

4
日

日

午

前
O

シ

三

〉

そ

1

2

F

(

1

擬
庖
、
装
備
品
展
示

一
時
i
午
後
3
時

s

ν5ヨ
ヨ
ι、
竹
松
駐
屯
地
を

一
一

一
場
所

竹
松
駐
屯
地

J
I…
炉
し
ま
す
。

一
内
容

記
念
式
典
、

j
J
1
7
j-

場
所

市
コ
ミ
セ

ン

入
場

無

料

出
演

大
村
ジ

ャ
ズ
ク
ラ
ブ

曲
目

朝
日
の
如
く
爽
や
か
に
、

マ
イ
ウ
ェ
イ
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
の
夜
、

黒
い

オ
ル
フ
ェ
、

「ウ
イ
ン
ド
プ

ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
と
の
ジ

ョ

イ
ン
ト
は
カ

第
初
回

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時

凶
月
日
日

ω
午
前
9
時

場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

種
目

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
側
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
岡
、
綱
引
き
(
男
女
別
)

参
加
資
格

市
内
在
住
の
成
人
男

女
(
隊
内
居
住
者
、
大
学
生
を
除

く
)

チ

l
ム
編
成

各
種
目
町
内
単
位

申
込
期
限

綱
引
き
9
月
辺
日
倒

ソ
フ
ト

・
パ
レ

1
9
月
初
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
申
し
込
み
用
紙

・
大
会
実
施
要

項
は
、
体
育
課
お
よ
び
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

つ臼1i
 

H
綱
引
き
講
習
会
H

各
地
区
チ
l
ム
代
表
者
は、

参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
大
会
に
参

加
予
定
の
な
い
チ
ー
ム
の
人
も
ご

自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

綱
引
き
が
出
来
る
服
装
と
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
ご
準
備
く
だ
さ

い
。

日
時

9
月
日
日
附
午
後
6
時

場
所

市
民
体
育
館

ご
存
知
で
す
か

環

境

衛

生

金

融

公

庫

環
境
衛
生
金
融
公
庫
は、

国

資

金
を
融
資
す
る
政
府
関
係
金

民
の
生
活
と
関
係
の
深
い
飲
食
・

融
機
関
で
す
。

一
理
容

・
美
容

・
旅
館

・
ク
リ
l

※
融
資
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

一
ニ
ン
グ
等
の
環
境
衛
生
関
係
営

環
衛
公
庫
業
務
部
(g
m
・問
・

一
業
の
皆
さ
ん
に、

庄
の
新
・増
・

5
4
1
6
)ま
た
は
、国
民
金

一
改
築
や
器
具

・
備
品
の
購
入
な

融

公

庫

、商
工
中
金
、各
金
融
一

一
ど
に
必
要
な
設
備
資
金

、

運

転

機

関

で

お

尋

ね
く
だ
さ

い。

一



. Fn'震寛容募集

職 種 戸J1ι， j験 資 格

行 政 大学卒業程度の学力を有し、昭和38年 4月 2日から昭和43年 4月 1日までに生ま れた人

イヒ 学 大学卒業程度の学力を有し、昭和38年 4月 2日から昭和43年 4月 1日ま でに生まれた人

一般 事務
学校教育法による両等学校卒業程度の学力を有し 昭和43年 4月2日から昭和47年 4月 1日までに

生ま れた人

土 木
学校教育法による高等学校午業程度の学力を有し、昭和43年 4月2日から昭和47年 4月 1日までに

生まれた人

建 築 大学卒業程度の学力を有し 、一級建築士の免許を有する人で昭和35年 4月 2日以降生まれの人

薬 淘l 師
薬剤師法による厚生大臣の薬剤師免許を有する人 (平成 2年 4月に行われる予定の国家試験に合格

し、免許取得見込みを含む)で昭和38年 4月 2日以降生まれの人

保 健 t帯
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の保健婦免許を有する人 (平成 2年 3月に行われる予定の同

家試験に合格し 、免許取得見込みを含む)で昭和35年 4月 2日以降生まれの人

助 産 虫害
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の助産婦免許を有する人 (平成 2年 3月に行われる子定の国 |

家試験に合格し、免許取得見込み。を含む)で昭和35年 4月 2日以降生まれの女子

看 護 I事
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦免許を有する人 (平成 2年 3月に行われる 予定の国

家試験に合格し 、免許取得見込みを含む)で昭和40年 4月 2日以降生まれの女子

看 護 士
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護士免許を有する人 (平成 2年 3月に行われる予定の国

家試験に合格し、免許取得見込みを含む)で昭和35年 4月 2日以降生まれの男子

学歴は問わないが、調理師法による都道府県知事の調理師免許を有する人(調理師法による厚生大臣

調 理 貝 の指定する調理師養成施設を平成 2年 3月31日までに卒業し、免許取得見込みを含む)で昭和40年

4月 2日から昭和47年 4月 1日までに生まれた人

ボイラー技士
学歴は問わないが、学校教育法による品等学校午業程度の学力を有する人で、一級ボイラ-技士の

免許を有し、昭和35年 4月2日以降生まれの人

最終学歴が学校教育法による中学校もしくは高等学校卒業の人 (平成 2年 3月31日までに高等学校

清掃現業 員 卒業見込みを含む)で高校卒業程度の学力を有し、昭和43年 4月 2日から昭和47年 4月 1日までに

生まれた人

市内に住んでいる人または、採用後住むことができる人

各職種とも若干名

9 月 1 日 (剣~ 9 月 30 日(土) 第 1次試験 11月 5日(日)

所定の申込用紙 (人事課または、各出張所にあり ます)に記入の上応募してくださしL

人事課人事係 (包⑬ 41 1 1 内線 2 70~272 )

採用の条件

採用人員

受付

応募方法

問い合わせ

d
w
し
ゅ
ウ

放
虎
原
幼
稚
園

園
軟
(
歌
詞
)

昭
和
田
年
4
月
1
日
に
、
第
叩

番
目
の
市
立
幼
稚
園
と
し
て
開
園

し
、
今
年
で
叩
周
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、

こ
れ
を
-記
念
し
て
園
歌
を

募
集
し
ま
す
。

内
容

自
作
・
未
発
表
の
も
の

歌
詞
は
3
番
目
ま
で

締
め
切
り

叩
月
却
日
倒

送
り
先

放
虎
原
幼
稚
園
二

T
m

古
賀
島
町

m
!
お
宮
②

3
5
6
4
)

発
表

入
選
者
に
通
知
し
ま
す

そ
の
他

①
採
用
分
に
は
、
記
念

品
を
贈
り
ま
す

②
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

③
入
選
作
品
に
は
、
若
干
の
変
更

を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

④
作
品
に
は
、
住
所

・
氏
名
・
年

齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

行

政

書

士

資
格

る
人

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
、
そ
の
他
同
法
の

大
学
入
学
資
格
に
規
定
す
る
人

②
固
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
公

務
員
と
し
て
、
行
政
事
務
を
担
当

し
た
期
間
が
通
算
し
て
3
年
以
上

に
な
る
人 次

の
各
号
の
一
に
該
当
す

③
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
号
に
掲
げ
る
人
と
同
等
以
上
の

知
識
お
よ
び
能
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
た
人

申
込
期
間

9
月
1
日
幽
l
m
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
総
務
部
総
務
学
事
課
法
規
係

(
苧

lm長
崎
市
江
戸
町
2
1
u
g

長
崎
③
1
1
1
1
)

郵

便

外

務

職

員

九
州
各
地
区
の
郵
便
局
に
勤
務

す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格

昭
和
弘
年
4
月
2
日
l
u

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

(
性
別

・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

申
込
期
間

9
月
1
日
⑥
l
m日
目

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
ふ
る
さ
と
産
昂

愛
用
ポ
ス
タ
ー

課
題

県
ふ
る
さ
と
産
品
の
愛
用

を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
自
作
、

未
発
表
の
も
の

資

格

小

学
生
以
上

(1
人
1
点
)

規

格

画

用
紙
四
つ
切
色
材
料

は
自
由
(
油
絵
具
類
は
除
く
)

募
集
期
間

9
月
1
日
幽

l
m
日

幽作
品
の
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
物
産
振
興
課
(
干
制
長
崎

市
江
戸
町
2
1
日

(
宮
長
崎
⑧
1

q
d
 

可
l
ム



d
w

し
ゅ
ウ

国
家
公
務
員

。
海
上
保
安
大
学
校
学
生

。
気
象
大
学
校
学
生

資
格

昭
和
叫
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で

①
高
校
卒
お
よ
び
来
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み

の
人

②
高
専
の
第
3
学
年
の
課
程
修
了

お
よ
び
来
年
3
月
ま
で
に
修
了

見
込
み
の
人

③
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に

合
格
し
た
人
な
ど
、

人
事
院
が

①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
人

@
酒
主
保
安
学
校
学
生

(
水
路
¥

灯
台
¥
通
信
、
航
海
・
機
関
・

主
計
)

資
格

昭
和
引
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
前
項
の
①
i
③
と
同

ト
し申

込
期
間

い
ず
れ
も
9
月
7
日

同
j

m
日
側

申
込
用
紙
請
求
お
よ
び
問
い
合
わ

せ

人
事
院
九
州
事
務
局

二
T
m

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
1
1

1
1
宮
悦

・
4
3
1
・
7
7
3
3
)

種別 住宅名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)

植 中公 7 6・4.5 6，100 

竹 松 10 6 . 3・4.5 7，600 
1 

久 原 6・4.5・3 7，8001 14 

東 諏 訪 3 6 '4.5・6 23，2001 

種
久原第 2 9 6・6・5(栂 23，8001 
原 口 1 6 . 6・4.5(椀 24，7001 
原 口 ア 2 6・6・6 27，200 

久 原 1 6・4.5・3 6，200 
2 

池 6・4.5・2(槻田 5 8，400 

種
福 重 1 6・6・6(桐 20，500 

松並第 1 l 6 • 6・6(栂 23，000 

公営住宅入居者募集

| 市営 | 

自

衛

官

試
験
場

大
村
駐
屯
地

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
岱

②
6
2
1
7
J
 

。
二
等
陸
・
海
・
空
士
(
男
子
)

資
格

平
成
2
年
3
月
高
校
卒
業

見
込
み
の
人

受
付
期
間

9
月
5
日

ωjロ
月

幻
自
由

第
1
回
試
験

9
月
日
日
間

試
験
場

大
村
駐
屯
地

。
婦
人
自
衛
官
(
二
等
陸

・
沼
・

空
士
)

資
格

回
歳
以
上
お
歳
未
満
の
女

子受
付
期
間

仕試
験
日

受け付け 9 月 5 日 (火) ~12 日 (火)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

0

パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

叩
月
7
日
出
j
n
日
出

(
叩
日
間
)

0

ワ
ー
プ
ロ
講
座

9
月
1
日
働
j

初
日

日
月
6
日
幽

| 県営 | 

種別 団地名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)
戸吊ι. 盤 7 6・'6DK-6・4.5・4.5・31

;'l':) 15，450-20，ωo 
l 久原第 2 6 6・6・4.5(:洋) 21，830 

城 3 6・6・6 28，530 

種 士fム八 i 山 10 6' 6・6(梢 28，320-29，870 
本小路 6 6・6・6(洋) 32，960 

植 松 1 6 '4.5 5，350-5，560 
2 戸吊ι， 盤 3 6'6-6・6・4.5・4(洋) 11，お0-19，570

久原第 2 3 6 . 6・4.5(洋) 17，090 

種 松 山 21，110-23，170 
桜 馬 場 1 I 6・6・6(洋) 26，780 

受け付け 9 月 11 日 (月) ~16 日 (土)( 9 月 4 日 (月)から用紙配布)
※募集戸数に達した時点で締め切ります。

※収入などに制限があ ります。 : 

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村事務所(包②6825)

期
間

日
月
1
日
制

i
n
日
制

(
8
日
間
)

0

デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
講
座
倒

期
間

日
月
9
日
間
j

日
月
ロ
日

嗣

(
8
日
間
)

0

ア
セ
ン
ブ
リ
言
語
入
門

期
間

叩
月
2
日
側
j

m
日
附

(
8
日
間
)

0
D
I
S
K
-
B
A
S
-
c間

期
間

叩
月
打
白
川
w
j
m
日
日

(
6
日
間
)

o
パ
ソ
コ
ン
C
A
D
入
門

期
間

日
月
4
日
制
j

m
日
幽

(
8
日
間
)

O
L
Pガ
ス
設
備
士
受
験
準
備

学
科
講
習

期
間

叩
月
6
日
働
j

m
日
制

(
6
日
間
)

O
木
工
技
術

(
初
級
)

期
間

叩
月
辺
日
間

i
m日
同

(
2
日
間
)

0
木
工
技
術

(
中
級
)

期
間

叩
月
お
日
出

i
m日
制

(
2
日
間
)

0
木
工
技
術

(上
級
)

期
間

叩
月
幻
日
目

l
m
日
目

(
3
日
間
)

0
や
さ
し
い
自
動
車
の
電
装
整

備

(
実
技
)

期
間

日
月
日
日
働
j

日
月
2
日

附

(
7
日
間
)

o
J
I
S
・
N
K検
定
被
覆
戸

ー
ク
溶
接

(
実
技
)

期
間

叩
月
日
日
幽
j

日
月
2
日

嗣

(7
日
間
)

o
J
|
S
・
N
K横
定
中
肉
管

溶
接

(
実
技
)

期
間

日
月
お
日
出

l
m
日
制

(
2
日
間
)

申
し
込
み

9
月
1
日
働
1
(定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
干

制
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3

宮
(⑫

2
3
2
3
)

A
生

1
1
ム

県
発
明
創
意
工
夫

コ
ン
ク
ー
ル

募
集
作
品
・

一
般
発
明
考
案
、

創
意
工
夫
に
関
し
未
公
開
の
も
の

.
日
常
生
活
上
有
益
な
ア
イ
デ
ア

に
関
し
未
公
開
な
も
の

応
募
資
格

県
内
在
住
者

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
明
記
の

上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
問
円
切
手
同
封

の
上
、

事
務
局
ま
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

叩
月
2
日
刊
j
訂
白

川
内
(
当
日
消
印
有
効
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

出
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
干

m

長
崎
市
文
教
町
2
1
5
長
崎
県
工

業
試
験
場
内
宮
長
崎
⑬
2
6
4
7
)

※
叩
月
1
日
か
ら
は
、
県
工
業
試

験
場
移
設
の
た
め
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山間
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
干

蹴
大
村
市
池
田
2
丁
目
1
3
0

3
1
8
長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
内
(
宮
未

定

)



部
門

洋
画
、

日
本
画
、
書
、
写

真、

彫
塑
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン

出
品
作
品
の
制
限

一
般
の
出
品

作
品
は
自
作
で
、

各
種
展
覧
会
な

ど
で
入
選
・
入
賞
し
て
い
な
い
作

品出
品
点
数

各
部
門
1
人
1
点

初
心
者
の
た
め
の
講
座
で
す
。

(彫
塑
工
芸
は
1
人
2
点
ま
で
)

か
あ
な
た
も
四
季
の
花
を
生
け
て

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
会
し
ま
せ
ん

出

品

料

1
部
門
1
人
1
0
0
0

み
ま
せ
ん
かが

か
。

円

(
高

校

生

3

0

0

円

)

伝

統
的
な
生
花
、
盛
花
の
ほ
か

期
間

9
月
8
日
j
3
か
月
間

申
込
期
間

山
月
日
日
附
1
加

日

に

、

新
風
体
、
自
由
花
な
ど
に
も

毎

週

金

曜

日

午
後
7
時
j
8
時

幽

挑

戦

し

て
い
ま
す
。

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

作
品
の
搬
入

定
例
日

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日

講
師

山
下
亨
先
生

期
日

凶
月
乱
日

ω

午
前
9
時
却
分
1
ロ
時

対

象

小
学
生
1
一
般

時
間

午
前
日
時
j
午
後
1
時

場
所
中
地
区
公
民
館

問
い
合
わ
せ

高
階
ヒ
ロ
子
(
宮

場
所

市
コ

ミ
セ
ン

会
費

1
2
0
0
円

(花
代
別
途
)

③
0

3
2
8
)

V
増
田

一
郎

(杭
出
津
2
丁
目
)

V
川
上
国
喜

(
徳
泉
川
内
町
)
花
V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
1
奉
仕

長
椅
子

V
天
晴
会
館
1
ガ
l
ゼ
ハ
ン
カ
チ

V
大
村
パ

ー
ル
レ
ー
ン
1
ボ
l
リ

大
村
。ハ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
水
田
老
人
ク
ラ
ブ
1
慰
問
、
テ
ン
グ
招
待

V
実
山
俊
次

(水
、王
町
1
丁
目
)

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
ほ
か

手
品
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
時
吉
道
実
(
松
原
本
町
)
丸
ぽ

V
赤
坂
博
子
(
杭
出
津
2
丁
目

)

う

ろ

日
万
円

V
林
忠
男
(
諏
訪
3
丁
目
)
ア
サ

V
市
遊
漁
組
合

1
魚
つ
り
招
待

ガ

オ

V
明
治
牛
乳
吉
村
・

八
重
販
売
庖

V
大
川
田
老
人
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

l
牛
乳

V
鈴
木
、

和
田
、
好
田
、

平
、
井

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

手
理
容
院
1
理
容
奉
仕

泉
の
里
へ

V
市
遊
漁
組
合
l
魚

V
堀

村

(

大
川
田
町
)
ま
ん
じ

V
山
崎
文
子
(
原
口
町
)
ベ

ッ
ド

ゅ
う

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
天
理
教
婦
人
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
奉
仕

な
が
さ
さ

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

あ
な
た
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
長
崎

県
の
特
産
品
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

海
、
お
く
ん
ち
、
異
国
情
緒
と

い
っ
た
長
崎
ら
し
さ
を
、
自
由
に

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

①
カ
マ
ボ
コ
、
ウ
ニ

、

か
ら
す
み
、
ワ
カ
メ
、
煮
干
な
ど

の
水
産
加
工
品
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ

②
ソ
l
メ
ン
、

う
ど
ん
、
チ
ャ
ン

ポ
ン
、
皿
う
ど
ん
な
ど
の
メ
ン
類

の
パ

ッ
ケ
ー
ジ

③
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

(
パ
ン
屋
、
喫

茶
庖
、
そ
の
他
諸
々
の
居
舗
の
看

板
)

10 
月
1 
日
(日)

11 
月

応
募
期
間

初
日
附

賞

全
体
か
ら
大
賞
を
1
点
、
①

j
③
各
部
門
ご
と
に
優
秀
賞
1
点、

奨
励
賞
2
点

大
賞
・
・・・
・:
・:
・
・
賞
金
ぬ
万
円

優
秀
賞
・・:
:・
:
賞
金
5
万
円

奨
励
賞
・・
:
・
:
:
賞
金
2
万
円

※
規
定
や
応
募
方
法
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
県
物
産
振
興
課

(宮

長
崎
@
1
1
1
1
)

へ
お
尋
ね

く
だ
さ

い
。

ご
寄
す4

2
-
a
り
が
と
う
ご
a
v
V
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
松
本
則
幸
(
三
城
町
)
却
万
円

V
田
口
紀
美
子
(沖
田
町
)
5
万
円

V
吉
田
茂
義
(大
川
田
町
)
叩
万
円

郡
中
学
校
へ

V
田
口
紀
美
子

(
沖
田
町
)
図
書

3
万
円
相
当

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
田
口
紀
美
子

(沖
田
町
)
図
書

5
万
円
相
当

(敬
称
略
)

社
会
福
祉
基
金
へ

V
荒
木
ヤ

ス
ノ
(
鬼
橋
町
)
5
万
円

V
上
杉
エ
イ

(
向
木
場
町
)5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
村
田
貞
則

(須
田
ノ
木
町
)
凶

万
円

V
鬼
石
武
(
田
下
町
)
5
万
円

V
遠
岳
千
恵
子
(
古
町
2
丁
目
)

5
万
円

市
美
術
震
覧
会
作
昂

。一

般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
コ
ミ
セ
ン
・
サ
タ
デ
!
ナ
イ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
1
1
8
4
3

円市
内
小
・
中
学
校
へ

V
市
連
合
婦
人
会
1
書
籍

「吉
野

ヶ
里
遺
跡
」
臼
冊
5
万
円
相
当

清
和
国

へ

V
実
山
俊
次

(水
主
町
1
丁
目
)

手
品
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
民
踊
愛
好
会
H
H
民
踊
慰
問

V
親
奉
会

(森
安
太
郎

・
山石
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
)
理
容

奉
仕

作
品
の
展
示

日
月
1
日
制
1
6

日
間

午
前
9
時
1
午
後
6
時

(
6
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
美
術
協
会
事
務
局
(
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
)

さ
ざ
ん
か

山
茶
花
グ
ル
ー
プ

(
池
坊
)

V
峯
栄
次

(古
賀
島
町
)
野
菜

V
立
正
佼
成
会
H
H
供
養

講
師

今
村

秀

子
先
生

連
絡
先

釜
石
(
包
@
3
3
8
7

社-父
、タ
ン
ス
火
曜
会

健
康
保
持
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
、

ま
た
、

若
さ
を
保
つ
た
め
に
、

一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日

毎
週
火
曜
日

時
却
分
1
3
時
却
分

場
所

中
地
区
公
民
館

会
費

月
2
8
0
0
円

午
後
1

4 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
岡
(
宮
@
7
9
5
4
)

※
市
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
毎
週
金
曜

午
前
日
時
1
ロ
時

日大
村
、ギ
タ

l
合
奏
団

初
級
講
座
会
員

V
塚
原
正
勝

(水
主
町
2
丁
目
)

2
万
円

慈
恵
荘

へ

V
上
野
篤
司
(
西
三
城
町
)
5
万
円

V
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

トレ

ゆ
、っ

V
吉
田
文
枝
ほ
か

(
乾
馬
場
町
)

花
束
・
慰
問

V
天
晴
会
館
l
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ

V
水
田
町
老
人
会
H
H
テ
ィ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー

-
雑
布
ほ
か

V
市
遊
漁
組
合

l
魚

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

R
U
 

1
』

i



9月の健康カレC，q-

9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
3期
)
の
納
期
で
す
。

4白 4 歳 6 か月児健康~宣 1 6 (臼却 耳とことばの相談 福祉センタ-13:00-15:00 
(劃 市コミセン ③13 : 00 -13 : 30 

⑮昭和63年 2月生まれ(62年9月-63年 1月生ま
17日 当番屋

れで、まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ (日) (内・小)松井医院久原 2丁目fi(@6624

成人の健康相談 福祉センタ- 13 : 00 -15 : 00 (耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮② 2706

⑪40歳以上

1 9 (巴火)⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか 乳幼児健康相談 鈴田出張所⑧9:30-11:00

3白 当番医 2 0 (日水) 妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00-16: 00 
(日) (小)出口小児科医院諏訪 3丁目 fi@ 2252 

(整)貞松病院東本町 宮⑪ 1161
21日 機能訓練根気の会 福祉セ ンター

4白 安産教室 市役所 9:30-11:00⑧ 9:30まで (木) 10:00-15:00 (屋外訓練) 9:30集合

(月) ⑮母子健康手帳、ズボン 定期巡回献血 市役所 9:30-12: 00 
一般健康相談 市役所 13:00-16:00

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
22日 オ歳6か月児健康診査

5日 乳幼児健康相談 福重出張所 ⑧13:30-15 :00 (台 市コミセン ②13:00-13:30 

(刈 三種混合 (3回目) ⑬ ⑮… 1日(針と同じ

市役所、萱瀬出張所 14: 00 -15: 00 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00

68 妊婦教室内 中地区公民館 13:00-16:00 
⑪40歳以上

(水) 三種混合 (3回目)西大村コミセン、三浦 ・鈴田
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度iNiJ定ほか

出張所 14:00-15: 00 

23日 当番医
ア日 機能訓練根気の会 福祉センター13:30-15: 30 

(土・祝) (旨・内)津田胃腸科内科医院小路口:本町 宮@1507

(本) 三種混合 (3回目) (産)おび産婦人科医院本町 宮@ 1103 
竹松・ 福重出張所 14 : 00 -15: 00 

8日 オ歳6か月児健康診査 24日 当番医

(曾 市コミセン ⑧13:00-13: 30 (日) (内)岡内科医院東=城町 宮② 3000
⑬⑮… 1日幽 と同 じ (外・内)牧山医院 宮小路 2丁目 2③ 7831

三種混合 (3回目)
中地区公民館、松原出張所 14: 00-15: 00 

25 (日月) 乳鈎児健康相談 二浦出張所②9:30-11 :00 

10日 当番医

(8) (内・小)野口内科こども医院西大村本町 宮@2339 27(B 水) 妊婦教室岡) 中地区公民館 13:00-16:00 
(眼)みね眼科 東本町 宮@3011

128 乳却児健康相談 市コミセン 28日 3歳児健康診査 大村保健所

(火) ② 9: 30-11: 00・・….0-6か月の乳児 (木j ②9:30-10:00、13:00-13: 30 

13: 30-15: 00..一一 7か月以上の乳幼児 ⑪昭和61年 3月生まれ(60年 9月-61年 2月生ま
⑮離乳食教室 10 : 30 -15 : 00 れで、まだ受けていない人も受診して くだきい)

13日(水) 妊婦教室(2)中地区公民館 13: 00-16: 00 ⑮母子健康手帳、問診票

15日 当番医 略号の説明 ⑬-一対象 ②ー・受け付け

(金・祝) (内・小)松永医院古町 2丁目 E② 2943 ⑮…持ってくるもの ⑮…内容

(眼)計屋眼科医院古町 1丁目 宮② 6888 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
合
問
問
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
九

州

凸

版

側

人口の動き

71.905 
(ム 89)

37.594 
(ム 39)

34.311 
(ム 50)

8月4日現在

言十

男

女

人口

21.957 
(ム 28)

)内は前月比

戸

h
U

1
i
4
 

世帯数

9月の大村ポート (2 日 ~4 日、 14 日 ~1 9 日新鋭リ ー グ戦、 28

日 ~10月 3 日 MB 大賞 )
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